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大
山
教
授
の
近
著
を
中
心
と
し
て

淡
　
　
川

康

　
大
山
教
授
、
頃
日
、
叉
、
　
「
封
建
杜
会
意
識
の
発
展
過
程
に
関
す
る
一
研
究
」
の
副
題
名
の
下
、
　
「
近
世
日
本
の
杜
会
．
経
済
思

想
」
と
題
す
る
大
著
を
公
に
さ
れ
、
一
部
、
恵
与
さ
れ
て
、
筆
者
の
案
頭
に
あ
る
。
今
こ
こ
に
、
読
後
の
感
想
の
一
端
を
披
樫
し
、

併
せ
て
、
著
者
に
、
政
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　
先
づ
順
序
と
し
て
、
第
一
に
考
察
す
可
き
は
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
経
済
学
の
内
容
で
あ
る
が
、
共
の
点
に
就
い
て
は
、
既
に
、

展
人
、
諾
書
に
引
用
さ
れ
て
居
る
通
り
、
太
宰
春
蔓
は
、
　
「
天
下
国
家
を
治
む
る
を
経
済
と
云
ひ
、
世
を
経
し
、
氏
を
済
す
る
義
な

り
」
（
経
済
録
）
と
云
い
、
作
藤
信
時
は
、
「
経
済
と
は
国
土
を
経
営
し
蒼
生
を
済
救
す
る
の
謂
な
り
」
（
経
済
要
録
）
と
断
じ
、
叉
、

正
司
考
秋
は
、
　
「
今
世
間
で
貸
殖
興
利
を
以
て
経
済
と
云
は
謬
也
、
今
の
経
済
と
云
は
俗
に
所
謂
世
智
方
上
手
の
方
便
な
る
者
也
庶

人
の
一
家
を
富
す
は
随
分
可
也
、
蓋
国
天
下
を
治
る
に
至
る
は
終
に
は
災
害
を
招
く
媒
均
也
、
経
済
と
は
仁
義
を
以
て
国
家
を
治
る

事
也
」
（
経
済
問
答
秘
録
）
と
説
く
如
く
、
何
れ
も
、
そ
の
内
容
と
す
る
処
は
、
広
義
の
政
治
書
で
あ
る
、
尤
も
、
嘉
永
年
間
、
洛
東
、

南
禅
寺
畔
に
、
　
「
順
正
書
院
」
を
設
け
、
書
を
講
じ
た
儒
医
、
新
宮
涼
庭
の
如
き
、
ン
、
の
一
著
書
、
　
「
破
家
の
つ
つ
く
り
話
」
に
於

い
て
、
是
を
天
、
地
、
人
の
三
巻
に
篇
別
し
、
経
済
篇
、
政
治
篇
及
び
吉
、
道
篇
と
し
て
届
る
が
、
ン
、
の
内
容
、
必
ず
し
も
、
正
鵠
を
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＼
，
３
、
ぐ
、
ぷ
、
メ
磯
、
ｙ
一
て
茗
パ
切
コ
減
欝
堀
ま
幻
、
、
パ
り
、
幸
．
、
異
主
弐
、
．
、
さ
、

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
（
二
五
六
）

　
得
ず
、
例
之
、
そ
の
経
済
篇
の
中
に
、
　
「
重
臣
文
学
ナ
ヶ
レ
バ
共
任
二
堪
ザ
ル
請
」
の
噴
目
あ
り
、
叉
政
治
篇
中
に
は
、
　
「
国
益
く

　
農
業
産
業
ヲ
勧
ム
ル
ニ
ァ
ル
’
ヲ
論
ス
」
の
項
目
が
見
ら
れ
、
要
す
る
に
、
か
か
る
篇
別
を
企
図
し
た
こ
ピ
だ
け
は
、
巳
本
経
済
学
説

　
史
上
、
特
筆
す
可
き
も
、
依
然
、
他
の
学
者
と
同
様
に
、
漢
然
た
る
考
を
持
っ
て
届
た
の
で
あ
る
。

　
　
然
し
、
以
上
の
こ
と
は
、
独
り
、
巨
本
特
有
の
事
実
で
は
な
く
し
て
、
申
国
に
於
い
て
も
、
叉
、
是
を
西
欧
諸
国
に
見
る
も
、
同

　
様
の
遇
程
を
辿
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
「
図
書
集
成
」
中
の
「
経
済
彙
篇
」
の
一
類
を
採
っ
て
も
、
そ
の
内
容
と
す
る
処
は
、

　
今
日
、
吾
人
が
目
し
て
経
済
書
と
認
む
可
き
は
、
僅
か
に
、
食
貨
の
一
部
を
残
す
の
み
で
、
他
は
蟹
く
、
政
治
書
で
あ
り
、
陳
九
徳

　
の
「
名
臣
経
済
録
」
、
陳
子
荘
の
「
昭
代
経
済
言
」
等
、
何
れ
も
、
同
様
で
あ
る
。
叉
、
明
の
駕
埼
の
編
纂
に
な
る
「
経
済
類
篇
」

　
を
見
て
も
、
君
道
、
帝
号
、
廃
立
等
を
説
い
た
「
帝
王
類
」
を
首
章
と
し
て
、
治
道
、
政
体
、
賞
罰
の
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
政
治

　
類
」
が
是
に
次
ぎ
、
順
を
遣
う
て
、
儲
宮
類
、
宮
披
類
、
諌
蕎
類
、
鐙
衡
類
よ
り
、
礼
儀
類
、
文
学
類
、
武
功
類
か
ら
、
道
術
類
へ

　
と
進
み
、
更
ら
に
、
老
荘
、
巫
祝
、
妖
怪
の
こ
と
ま
で
、
一
六
、
題
目
を
揚
げ
て
、
詳
述
し
て
い
る
が
、
今
日
の
所
謂
経
済
と
は
、

　
著
し
く
異
る
も
の
が
あ
る
。
西
欧
諸
国
に
於
い
て
も
、
彼
の
一
六
、
七
枇
紀
に
輩
出
し
た
、
独
逸
の
官
房
学
者
（
丙
ｐ
冒
ｏ
§
一
奉
）
の

　
論
策
、
或
い
は
、
英
国
に
起
っ
た
重
商
主
義
（
；
雪
・
旨
邑
豪
旨
豪
一
｛
ｇ
旨
竃
斤
彗
書
討
旨
豪
）
○
学
説
、
さ
て
は
、
仏
蘭
西
に
、
そ

　
の
端
を
発
す
る
天
道
学
派
（
里
・
豆
８
；
ｏ
ご
宗
・
勺
プ
苫
一
◎
写
暮
）
の
著
書
等
、
是
等
は
、
何
れ
も
、
広
汎
な
政
治
書
で
あ
り
、
我
が

　
徳
川
時
代
の
経
済
学
と
、
大
同
小
異
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
、
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

　
　
か
く
観
来
っ
て
、
こ
こ
に
、
注
意
す
可
き
こ
と
は
、
最
近
に
於
け
る
経
済
学
の
内
容
如
何
の
問
題
で
あ
る
。
曾
て
、
彼
の
正
統
派

　
経
済
学
が
、
一
世
を
風
魔
し
た
当
時
に
於
い
て
、
す
で
に
、
若
し
、
経
済
学
が
、
か
か
る
狭
き
範
囲
に
蝸
晴
し
て
い
る
な
ら
ば
、
将

来
、
斯
学
は
、
杜
会
学
の
範
囲
に
、
蚕
食
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
一
批
判
が
、
加
え
ら
れ
た
が
、
現
在
に
於
い
て
は
、
む
し
ろ
、
反



対
に
・
斯
学
の
範
囲
は
、
漸
次
拡
張
さ
れ
て
、
却
つ
て
、
杜
会
学
の
領
域
を
も
、
自
已
の
傘
下
に
、
収
拾
せ
ん
と
す
る
形
勢
に
立
ち

到
つ
た
の
で
あ
る
、
か
く
、
考
察
し
来
る
時
、
我
が
徳
川
時
代
の
経
済
学
説
は
、
恰
か
も
、
斯
学
現
今
の
風
潮
に
、
一
敦
す
る
も
の

が
あ
り
、
こ
の
意
味
に
於
い
て
も
、
我
が
国
近
世
の
経
済
学
説
は
、
更
ら
に
、
再
検
討
せ
ら
る
可
き
で
あ
り
、
是
れ
、
本
書
が
、
他

の
類
書
と
共
に
、
先
づ
第
一
に
、
存
在
の
意
義
を
、
認
め
し
め
る
所
以
で
あ
る
。

　
さ
て
、
我
が
国
近
世
に
於
け
る
経
済
学
説
の
研
究
は
、
著
者
が
、
す
で
に
、
序
文
に
於
い
て
、
述
べ
て
ゐ
ら
れ
る
通
り
、
個
火
の

学
者
、
思
想
家
別
に
よ
る
も
の
、
乃
至
は
、
時
代
を
遣
う
て
の
概
観
的
な
も
の
を
主
と
し
（
本
書
二
責
、
、
）
、
そ
の
種
類
に
於
い
て
も
、

本
書
の
附
録
第
一
に
揚
げ
ら
れ
た
通
り
、
可
な
り
の
数
に
、
上
つ
て
い
る
の
で
あ
る
、
凡
そ
、
人
の
思
想
は
、
時
代
の
状
態
に
応
じ

て
、
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
杜
会
経
済
思
想
の
歴
史
も
、
夫
六
、
そ
の
時
代
の
杜
会
経
済
状
態
と
不
可
分
の
関
係
に
置
か
れ
、

如
何
な
る
時
代
に
、
如
何
な
る
思
想
が
行
わ
れ
た
か
は
、
先
づ
第
一
に
、
問
う
可
き
処
、
て
あ
る
が
、
妃
と
並
ん
で
、
否
、
是
よ
り
も

一
層
重
嬰
な
こ
と
は
、
夫
六
の
杜
会
状
態
に
於
て
、
何
が
、
最
も
基
本
的
な
類
項
で
あ
つ
た
か
、
而
し
て
、
斗
、
れ
が
、
時
代
の
推
移

発
展
す
る
に
件
い
、
如
何
に
展
開
し
て
行
っ
た
か
、
つ
ま
り
、
事
項
別
に
依
る
研
究
が
、
挙
げ
ら
る
可
き
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
、
従

来
の
・
我
が
学
界
の
研
究
の
跡
を
顧
み
る
に
、
時
代
別
に
基
く
、
通
槻
的
な
経
済
思
想
史
は
、
試
み
ら
れ
た
る
も
の
、
僅
少
に
止
、
ｂ

な
い
が
、
事
項
別
に
よ
る
検
討
は
、
極
め
て
塾
六
た
る
現
状
に
あ
る
こ
と
、
遺
憾
な
が
ら
、
是
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

尤
も
、
斯
界
の
先
輩
・
滝
本
博
士
、
夙
に
、
そ
の
一
好
著
に
於
い
て
、
「
私
の
考
え
で
は
農
政
、
山
林
等
の
説
に
就
き
て
の
「
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
ー
」
は
熊
沢
蕃
山
で
あ
る
と
云
う
事
は
争
わ
れ
な
い
、
財
政
及
貨
幣
間
題
で
は
新
井
白
石
、
室
鳩
巣
の
両
人
で
、
、
！
、
れ
か

ら
道
彼
経
済
、
商
業
道
依
と
云
う
よ
う
な
こ
と
に
双
き
ま
し
て
は
矢
張
り
員
原
益
軒
先
生
で
あ
ろ
う
、
叉
彼
ｏ
不
円
勘
平
、
手
鳥
堵

重
な
ど
云
え
る
心
学
者
流
も
此
の
類
の
学
説
を
敷
術
し
た
一
方
の
旗
頭
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
社
会
政
策
に
就
き
ま
し
て
は
荻
生
狙
殊
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立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
．
第
三
晋
）
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
二
五
八
）

が
一
番
重
立
た
る
代
表
者
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
杜
会
主
義
及
帝
国
主
義
杯
と
云
う
も
の
に
就
き
ま
し
て
は
佐
藤
信
淵
が
頗
ぶ
る

熟
心
に
し
て
而
か
も
叉
非
常
に
卓
見
家
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
し
如
く
（
滝
本
誠
一
博
士
・
経
済
一
家
言
二
三
頁
、
、
）
、
事

項
別
に
よ
る
研
究
と
個
人
別
に
よ
る
研
究
と
を
、
併
用
さ
れ
た
処
の
研
究
方
法
を
、
暗
示
さ
れ
た
如
く
で
あ
る
。
経
済
思
想
史
の
研

究
に
あ
つ
て
も
、
大
体
に
於
い
て
は
、
時
代
別
叉
は
事
項
別
に
よ
る
思
想
の
変
逢
を
研
究
す
る
も
の
と
、
個
人
別
に
よ
る
思
想
を
研

究
す
る
も
の
と
、
の
両
者
が
あ
り
得
る
。
前
者
は
即
ち
縦
の
歴
史
で
あ
り
、
後
者
は
却
ち
横
の
歴
史
で
あ
つ
て
、
両
者
、
互
に
経
緯

交
織
し
て
、
以
つ
て
、
正
し
き
史
観
を
養
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
歴
史
の
本
質
論
か
ら
云
え
ば
、
各
家
学
説
の
説
明

は
、
そ
の
側
面
観
で
あ
っ
て
、
時
代
別
叉
は
事
項
別
に
よ
る
思
想
の
流
れ
を
、
攻
究
す
る
こ
と
が
、
歴
史
の
根
本
を
成
す
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
か
く
、
観
想
し
来
つ
て
、
日
本
経
済
思
想
史
、
従
来
の
研
究
業
績
を
顧
み
る
に
、
時
代
別
に
基
く
概
観
は
、
諾
家
に
よ
り
、
可
な

り
試
み
ら
れ
て
来
た
が
、
事
項
別
に
よ
る
考
察
は
、
漸
く
、
最
近
時
に
至
つ
て
、
着
手
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
庄
博
士
、
さ
き
に
、

「
巨
本
経
済
思
想
史
概
説
」
を
発
表
さ
れ
た
が
、
是
は
、
時
代
別
に
よ
る
通
観
で
あ
つ
た
。
更
ら
に
、
続
い
て
、
　
「
日
本
経
済
思
想

史
」
（
昭
和
二
十
三
年
．
龍
吟
杜
版
。
）
を
公
刊
さ
れ
、
是
書
は
、
事
項
別
に
よ
る
検
討
が
試
み
ら
れ
、
更
ら
に
、
注
目
す
可
き
学
者
に

つ
い
て
、
そ
の
個
六
の
思
想
を
櫛
説
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
大
山
教
授
に
よ
っ
て
、
も
の
さ
れ
た
、
今
回
の
試
み
も
、
す
で
に
、
述
べ

た
如
く
、
著
者
苦
心
の
存
す
る
処
は
、
事
項
別
を
基
準
と
す
る
一
杜
会
、
経
済
思
想
の
糀
神
で
あ
る
、
然
ら
ば
、
次
に
起
る
問
題
は
、

如
何
な
る
標
準
を
基
と
し
て
、
如
何
た
る
事
項
を
採
録
す
る
か
の
点
、
即
ち
、
著
者
の
史
眼
の
依
つ
て
存
す
る
処
で
あ
る
、
凡
そ
、

徳
川
時
代
に
於
け
る
杜
会
・
経
済
思
想
の
根
幹
を
流
れ
る
潮
流
は
、
儒
教
思
想
と
封
建
制
度
の
二
つ
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
此
の
二

大
潮
流
の
中
、
最
高
の
椿
神
文
化
に
あ
つ
て
は
、
前
者
、
即
ち
、
儒
教
思
想
に
よ
る
影
響
の
深
刻
な
る
を
認
め
し
め
る
が
、
社
会
、



経
済
思
想
は
、
後
者
、
即
ち
、
封
建
制
度
が
、
ン
、
の
基
底
を
成
す
。
徳
川
時
代
に
於
け
る
社
会
、
経
済
学
説
は
、
儘
く
、
封
建
制
度

の
利
害
よ
り
出
発
し
、
如
何
な
る
学
説
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
所
論
の
立
牌
地
は
、
皆
、
封
建
制
度
で
あ
り
、
是
に
都
合
の
よ
い
こ
と

は
、
何
事
に
於
い
て
も
、
是
を
是
認
し
、
封
建
制
度
の
利
害
に
反
す
る
こ
と
は
、
儘
く
、
是
を
排
斥
し
て
い
る
こ
と
は
、
徳
川
時
代

に
於
け
る
学
説
の
一
大
特
徴
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
元
来
、
当
時
の
学
者
、
即
ち
、
儒
者
な
る
も
の
は
、
多
く
は
、
武
士

で
あ
り
、
百
姓
、
町
人
な
ど
は
、
学
問
す
可
き
も
の
で
は
な
い
と
云
う
こ
と
に
、
な
っ
て
居
た
の
で
あ
る
、
蕃
山
、
白
石
、
狙
株
、

春
憂
等
、
何
れ
も
、
主
人
の
俸
様
に
衣
食
し
て
届
な
か
つ
た
時
に
於
い
て
も
、
皆
、
武
士
と
云
う
立
場
か
ら
論
じ
て
居
た
も
の
で
あ

る
。
叉
、
た
と
い
、
白
身
は
侍
で
な
く
と
も
、
封
建
制
度
な
る
も
の
は
、
当
時
の
杜
会
の
基
礎
と
な
つ
て
、
総
て
の
方
面
に
、
共
の

大
勢
力
を
及
ぼ
し
、
政
治
上
、
経
済
上
、
儘
く
、
封
建
的
な
ら
ざ
る
な
し
と
い
ふ
状
態
で
、
そ
の
時
代
の
学
説
は
、
従
つ
て
、
皆
、

い
は
ば
、
封
建
の
鋳
型
に
は
め
ら
れ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
、
緒
局
、
徳
川
時
代
の
単
説
の
真
味
を
、
咀
曙
す
る
に
は
、
一
つ
に
は
、

支
那
学
説
の
脱
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
う
こ
と
。
叉
、
一
つ
に
は
、
封
建
制
度
の
立
脚
地
か
ら
、
出
た
も
の
な
る
こ
と
、
此
の
二

個
の
、
い
は
ば
、
鍵
が
、
此
の
時
代
に
於
け
る
経
済
学
説
の
秘
獅
庫
を
開
く
に
、
心
要
欠
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
度
び
、

是
を
手
に
し
て
、
共
の
秘
細
庫
を
開
く
と
き
は
、
現
代
か
ら
見
れ
ば
、
一
見
、
児
戯
に
等
し
い
学
説
で
も
、
極
め
て
強
大
な
根
帯
を

存
す
る
も
の
な
る
こ
と
が
、
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
彼
の
中
井
竹
山
の
門
を
叩
き
、
「
夢
の
代
」
の
著
者
と
し
て
有
名
な
、
大
阪

の
町
人
単
者
、
山
片
幡
桃
す
ら
、
「
国
を
治
む
る
百
姓
を
勧
め
て
商
売
を
斥
け
市
井
を
衰
微
せ
し
む
る
に
あ
り
」
と
云
え
る
に
見
て

も
、
そ
の
一
斑
を
推
考
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
、
か
く
、
考
察
し
来
る
時
、
著
者
が
、
　
「
近
世
日
本
の
杜
会
．
経
済
思
想
」
に

附
す
る
副
題
名
と
し
て
、
　
「
封
建
社
会
意
識
の
発
展
過
程
に
関
す
る
一
研
究
」
と
標
置
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
ン
、
の
史
眼
た
る
ヤ
、
正

に
、
正
鵠
を
得
て
、
あ
た
か
も
、
眼
晴
を
射
貫
い
た
の
感
を
抱
か
し
め
る
、
今
、
本
書
に
於
い
て
拾
収
さ
れ
た
事
項
を
見
る
に
、
第

　
　
我
国
近
世
の
経
済
恩
想
（
上
）
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
二
五
九
）



、
城
、
、
、
仙
夢
司
幾
”
　
　
∴
　
－
　
－
－
　
∴
　
　
　
　
’
１
　
　
　
　
＝
　
　
、
　
、
べ
一
”
．
∴
、
噂
，
一
一
完
痛
，
、
、
、
、
莞
、
、
し
、
、
、
、
川
、
パ
バ
岱
一
、
、
箏
ぺ
い
衰
烹
，
一
一
∴
卦
二

　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
二
六
〇
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一
章
の
「
序
論
」
を
受
け
て
、
第
二
章
「
階
級
論
」
、
第
三
章
「
世
藤
論
」
、
第
四
章
「
土
着
論
」
、
第
五
章
「
農
兵
論
」
、
第
六
章

　
「
夫
役
論
」
、
第
七
章
「
貿
易
論
」
と
続
け
ら
れ
て
、
第
八
章
○
「
専
売
命
」
に
終
っ
て
唐
る
。
凡
ン
、
、
封
建
制
度
の
二
大
前
提
と

　
し
て
、
土
地
と
・
王
従
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
以
上
、
著
者
の
、
こ
の
採
録
の
仕
方
は
、
極
め
て
適
切
で
あ
り
、
叉
、
こ
の
点
に
、
他
の

類
書
に
比
較
し
て
、
特
に
、
本
書
が
、
独
自
の
地
位
を
獲
得
す
る
所
以
で
も
あ
る
。
徳
川
時
代
に
於
け
る
経
済
思
想
を
説
く
も
の
、

多
く
、
期
せ
ず
し
て
、
尚
農
論
、
冶
農
論
或
い
は
農
本
論
等
の
項
を
設
け
、
そ
の
尊
農
の
思
潮
を
紹
介
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
是

等
の
思
想
は
、
彼
の
仏
国
重
農
派
（
－
、
与
〇
一
〇
蔓
；
ご
｝
¢
享
苫
一
〇
李
６
の
幸
張
と
は
、
全
然
、
そ
の
本
質
を
異
に
し
（
滝
本
博
士
・

前
掲
書
二
四
頁
以
下
参
照
つ
）
、
彼
の
「
本
佐
録
」
に
、
　
「
百
姓
は
天
下
の
根
本
也
。
是
を
治
る
に
法
有
。
先
一
人
一
人
の
田
地
の
境
目

を
能
立
て
、
扱
一
年
の
入
用
作
食
を
つ
も
ら
せ
、
其
録
を
年
貢
に
収
べ
し
。
百
姓
は
財
の
余
ら
ぬ
様
に
、
不
足
な
き
様
に
治
る
事
、

道
な
り
。
毎
年
立
毛
の
上
を
以
納
事
、
古
の
聖
入
の
法
也
。
如
斯
収
時
は
過
不
及
な
し
」
と
説
き
、
叉
、
熊
沢
蕃
山
が
、
　
「
集
義
和

書
」
中
、
　
「
年
貢
を
と
る
こ
と
甚
す
く
な
け
れ
ば
、
氏
遊
楽
を
好
み
て
耕
作
の
事
お
こ
た
る
も
の
な
り
、
甚
多
け
れ
ば
飢
寒
を
憂
へ

　
て
力
足
ら
ず
。
お
こ
た
ら
ず
、
う
ゑ
ざ
る
時
は
五
穀
の
生
ず
る
こ
と
限
り
な
し
」
の
立
論
に
見
る
如
く
、
江
戸
時
代
三
百
年
を
通
し

て
行
わ
れ
た
摩
農
説
は
、
何
れ
も
、
封
建
制
度
維
持
の
為
め
の
議
論
で
あ
る
。
か
く
、
襯
来
れ
ば
、
是
等
を
、
単
に
、
尚
農
論
又
は

治
農
論
と
し
て
、
考
察
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
著
者
が
試
み
ら
れ
た
如
く
、
土
着
論
（
本
書
．
第
四
章
。
）
及
び
農
兵
論
（
本
書
．
第
五

章
、
、
）
と
し
て
、
取
扱
う
方
が
、
問
題
の
核
心
に
触
れ
る
で
あ
ろ
う
、
此
ｏ
点
に
於
い
て
も
、
著
書
は
、
他
の
類
書
に
比
し
て
、
た
し

　
か
に
、
一
の
創
見
を
示
さ
れ
た
も
の
と
云
つ
て
、
よ
い
で
あ
ろ
う
、

　
　
以
下
、
本
書
編
別
の
順
を
追
い
、
読
後
、
気
付
い
た
数
点
を
、
指
録
し
て
見
よ
う
、

　
先
づ
、
太
書
・
第
二
章
の
「
階
級
論
」
で
あ
る
が
、
凡
ン
、
、
此
の
問
題
を
取
扱
う
研
究
方
法
に
は
、
平
面
的
に
観
察
し
て
、
四
氏



共
存
説
、
農
本
商
末
論
、
町
人
排
斥
論
に
分
説
す
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
著
者
は
、
そ
の
独
自
の
立
場
か
ら
、
　
「
事
実
と
し
て
は
、

時
代
○
経
過
と
共
に
、
主
と
し
て
社
会
・
経
済
事
椿
の
推
移
に
よ
つ
て
、
　
こ
の
よ
う
な
区
別
は
（
筆
者
註
．
階
級
の
差
別
を
指
す
つ
）
、

次
第
に
混
乱
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
」
（
本
書
二
四
頁
。
）
と
せ
ら
れ
、
階
級
固
定
論
、
階
級
変
動
論
及
び
階
級
打
破
論
の
三
段
階
に

分
ち
、
そ
の
基
礎
付
け
と
し
て
、
「
何
よ
り
も
社
会
の
中
心
勢
力
で
あ
つ
た
武
士
階
級
そ
の
も
の
が
、
貨
幣
経
済
の
進
展
に
つ
い
て
、

こ
れ
に
追
随
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
次
第
に
経
済
的
困
窮
に
お
ち
い
り
、
こ
れ
と
逆
に
、
同
一
の
情
勢
に
乗
じ
て
富
裕
化
し
た
新
興

の
町
人
階
級
に
膝
を
屈
し
て
、
融
通
を
乞
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
果
て
は
、
百
姓
・
町
人
の
区
別
な
く
、
財
産
を
め
あ
て
と
し
て
、

養
子
を
迎
え
た
り
、
あ
る
い
は
、
旗
本
・
御
家
人
株
の
売
買
さ
え
意
と
せ
ぬ
始
末
と
さ
え
な
つ
た
事
実
が
あ
げ
ら
れ
る
。
」
（
本
書
．

一
四
－
五
頁
。
）
点
を
揚
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
引
用
に
よ
っ
て
も
分
る
通
り
、
著
者
の
態
度
は
、
あ
く
ま
で
、
発
展
史
的
見
地

（
９
葦
一
〇
彗
旨
零
困
窃
ｏ
～
ｏ
巨
一
｝
）
に
立
脚
し
、
而
か
も
、
封
建
制
度
を
説
明
す
る
経
済
発
展
段
階
説
（
■
８
旨
。
旨
一
。
ｏ
ｏ
け
、
帽
、
一
皇
、

ヨ
昌
三
〇
雪
旨
窃
鼻
目
需
）
と
し
て
、
自
然
経
済
か
ら
貨
幣
経
済
へ
の
進
展
を
援
用
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
最
も
適
切
な
研
究
方
法

と
し
て
、
傾
聴
す
可
き
で
ろ
う
。
こ
の
間
、
中
江
藤
樹
の
「
翁
問
答
」
を
努
頭
に
（
本
書
．
一
七
頁
以
下
、
、
）
、
多
く
て
思
想
を
紹
介
し
、

最
後
に
、
著
書
の
所
謂
「
階
級
固
定
論
」
が
、
当
時
の
封
建
杜
会
に
あ
っ
て
、
如
何
に
根
底
深
く
植
え
付
け
ら
れ
て
い
た
か
を
、
説

明
せ
ん
と
し
て
、
彼
の
、
当
時
と
し
て
は
、
稀
に
見
る
、
商
業
の
自
由
を
肯
定
し
、
比
較
的
進
歩
的
な
論
者
と
さ
れ
て
い
る
海
保
青

陵
の
意
見
を
引
用
し
て
、
「
氏
を
く
る
し
め
ま
い
と
す
る
こ
と
あ
し
き
こ
と
な
り
。
　
民
少
し
く
る
し
め
て
も
、
　
始
終
の
処
が
安
楽

な
る
が
よ
き
な
り
」
と
説
く
「
稽
古
談
」
中
の
一
節
を
以
っ
て
、
結
辞
と
し
て
い
ら
れ
る
辺
り
（
本
書
三
七
頁
。
）
、
如
何
に
も
、
そ

の
行
論
の
巧
妙
な
る
こ
と
に
、
敬
服
す
と
共
に
、
海
保
青
陵
の
著
、
「
稽
古
談
」
、
「
愛
理
談
」
、
「
善
中
談
」
、
一
．
萬
屋
談
一
、
「
諭
氏
談
」
、

「
海
保
儀
平
書
」
、
「
富
貴
談
」
等
、
多
数
あ
る
中
、
此
の
簡
単
な
一
句
を
摘
録
す
る
為
め
の
、
著
者
博
覧
の
苦
心
は
、
察
す
る
に
余
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り
が
あ
る
。
著
者
の
引
用
さ
れ
た
、
本
居
宣
長
の
「
そ
も
！
＼
道
は
君
の
行
い
給
い
て
天
の
下
に
し
き
ほ
ど
こ
し
給
う
わ
ざ
に
そ
あ

れ
。
下
な
る
者
は
、
た
だ
よ
く
も
あ
し
く
も
あ
れ
、
上
の
御
お
も
む
け
に
し
た
が
い
を
る
物
に
こ
そ
あ
れ
」
の
「
玉
か
つ
ま
」
中
の

一
節
に
よ
つ
て
も
、
当
時
の
階
級
思
想
の
一
端
を
、
推
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
、
文
化
、
文
政
よ
り
、
天
保

に
亙
り
、
筑
前
に
化
を
敷
い
た
、
名
僧
・
仙
崖
の
自
誠
の
語
・
「
不
尚
豊
修
、
不
問
尊
卑
、
不
論
座
位
、
不
談
公
事
、
不
語
人
短
」

を
想
起
し
、
因
み
に
記
し
て
、
そ
の
高
風
を
追
慕
し
度
く
思
う
。

　
さ
て
、
著
者
は
、
階
級
固
定
論
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
　
「
以
上
の
外
、
石
田
梅
巌
に
は
じ
ま
っ
た
い
わ
ゆ
る
心
学
に
あ
っ
て

も
、
手
島
堵
庵
・
中
沢
道
二
・
柴
田
鳩
翁
等
の
人
六
に
よ
っ
て
、
こ
の
趣
旨
は
、
く
り
か
え
し
て
説
か
れ
た
も
の
、
て
あ
っ
た
。
心
学

が
、
い
わ
ゆ
る
町
人
学
者
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
耳
薪
ら
し
い
教
説
と
し
て
、
一
般
に
歓
迎
せ
ら
れ
、
相
当
の
影
響
力
を
持
っ
た
こ
と

は
、
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
、
矢
張
り
封
建
杜
会
体
制
を
是
認
肯
定
し
た
と
こ
ろ
の
、
封
建
支
配
者
に
対
す

る
迎
合
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
緒
論
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
（
本
書
．
二
九
頁
、
）
、
こ
の
点
、
筆
者
に
異

存
の
存
す
る
処
で
あ
る
。
今
、
問
題
の
前
提
と
し
て
、
顧
み
る
可
き
は
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
経
済
思
想
中
の
、
節
倹
論
の
内
容
で

あ
る
。
凡
そ
、
中
古
時
代
の
経
済
学
説
中
、
節
倹
論
程
、
盛
行
し
た
も
の
は
、
他
に
、
是
を
見
な
い
の
で
あ
っ
て
、
日
常
語
に
於
い

て
、
経
済
と
云
え
ば
、
即
ち
、
節
倹
を
意
味
し
、
節
倹
は
、
た
し
か
に
、
経
済
の
根
本
観
念
の
一
つ
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、

此
の
問
題
は
、
洋
の
東
酉
を
間
わ
ず
、
経
済
学
に
於
い
て
、
最
も
重
要
な
地
伎
を
占
め
て
来
た
の
で
あ
る
（
く
び
。
一
・
声
雲
。
チ
。
、
一
冒
。

茅
巨
・
プ
冒
サ
・
気
ぎ
豪
壬
豪
争
筆
Ｎ
．
弓
一
』
・
ぎ
３
』
』
。
。
｛
事
・
）
。
然
し
、
我
が
徳
川
時
代
に
於
い
て
は
、
殊
に
、
節
倹
論
が
震
頭
し
、

欧
羅
巴
誇
国
ダ
も
、
〉
、
Ｏ
比
較
を
見
た
か
っ
た
○
で
あ
る
一
而
し
て
、
我
が
近
世
Ｏ
節
倹
論
「
ト
は
、
全
然
性
質
の
異
ろ
、
二
個
Ｏ
思

潮
が
流
れ
て
居
り
、
一
は
儒
者
の
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
心
学
者
の
提
唱
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
、
先
づ
、
前
者
の
思
想
を



考
察
す
る
に
、
是
は
、
今
、
経
済
上
で
云
う
処
の
節
倹
論
と
は
、
大
い
に
、
そ
の
趣
を
異
に
し
、
結
局
、
封
建
的
気
象
の
発
揮
に
淵

源
す
る
も
の
で
あ
る
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
当
時
の
農
民
は
、
唯
、
生
か
し
め
る
だ
け
、
即
ち
、
彼
の
西
川
如
見
が
、
そ
の
「
百
姓

嚢
」
に
、
　
「
百
姓
た
ら
ん
も
の
、
か
な
ら
ず
町
人
を
ま
ね
ぶ
べ
か
ら
ず
、
町
人
は
急
に
宮
事
多
き
ゆ
え
、
急
に
失
ふ
事
多
し
。
百
姓

は
急
に
富
事
少
き
ゆ
え
、
叉
急
に
失
う
事
少
し
、
い
づ
れ
も
足
る
を
知
て
、
お
の
お
の
自
の
分
際
に
安
じ
居
ら
ば
、
た
の
し
み
つ
く

る
事
な
か
る
べ
し
」
と
説
い
た
如
く
、
生
計
の
出
来
得
る
だ
け
を
以
っ
て
、
満
足
せ
し
む
る
方
針
を
採
り
、
此
の
政
策
は
、
事
実
、

実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
農
氏
に
対
し
て
、
如
何
に
、
節
倹
論
を
説
い
て
も
、
是
を
行
う
余
地
が
無
か
っ
た
こ
と
は
、

明
白
、
て
あ
る
。
燃
る
に
、
殆
ど
総
て
の
儒
者
が
、
頻
り
に
、
節
倹
論
を
提
唱
し
た
の
は
、
主
と
し
て
、
武
家
、
武
人
を
相
手
と
し
て
、

そ
の
必
要
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
今
、
そ
の
一
、
二
を
紹
介
す
れ
ば
、
彼
の
彦
根
藩
Ｏ
文
学
と
し
て
、
「
草
魔
文
集
」
五
巻
を
初
め
、

「
唐
詩
材
」
・
「
灰
韻
礎
」
・
「
目
本
詩
欄
」
等
幾
多
の
詩
書
を
残
し
、
詩
名
、
一
世
に
高
か
り
し
龍
公
美
の
一
著
書
「
断
倹
論
」
に
、

「
論
足
財
之
道
、
只
在
節
倹
」
と
て
、
凡
そ
、
武
士
た
る
も
の
、
「
悪
衣
服
、
非
飲
食
、
騒
第
宅
、
遠
色
、
罷
饗
応
、
不
請
君
臨
我

家
、
滅
蔵
獲
、
諾
器
械
馬
具
駕
輿
等
不
可
改
作
之
勿
求
諾
玩
器
古
画
名
墨
之
類
、
宜
売
我
家
歴
代
所
蔵
之
器
物
、
奇
伎
奇
器
勿
入
於

門
、
不
可
好
沢
山
聚
桜
石
愛
花
升
、
不
可
蓄
禽
獣
干
家
可
殴
別
壁
不
可
好
囲
棊
象
戯
隻
六
之
類
、
不
急
嫁
婁
、
禁
放
鷹
漁
猟
遊
山
玩

水
、
勿
噛
俗
楽
観
俳
優
息
祈
穣
息
医
東
勿
忘
慎
徳
等
。
」
と
て
、
貧
に
安
ん
じ
、
道
を
楽
し
み
、
節
を
保
つ
可
き
を
教
え
、
叉
、
天

木
時
中
は
、
　
「
為
貧
説
」
（
貧
を
礼
讃
せ
し
、
此
の
書
、
江
戸
時
代
刊
行
の
漢
籍
中
、
現
今
、
稀
観
書
の
一
と
し
て
、
市
価
最
も
高
き
は
、
皮
肉
の

感
な
き
能
は
ず
。
）
を
公
け
に
し
て
、
　
「
至
若
貧
富
窮
達
、
則
其
視
之
蔑
之
」
、
「
是
故
凡
士
法
之
、
別
能
不
可
以
貧
富
動
心
、
而
可
以

養
萬
有
為
実
」
等
の
思
想
を
発
表
し
て
、
武
士
た
る
も
の
、
金
銭
に
淡
白
な
る
可
き
こ
と
を
、
説
い
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
是

等
の
節
倹
論
の
論
旨
は
、
何
れ
も
、
経
済
上
で
も
な
く
、
叉
、
道
徳
上
で
も
な
く
、
専
ら
、
武
士
道
の
発
揮
に
基
因
す
る
も
の
で
あ

　
　
我
国
近
世
の
経
済
思
想
（
上
）
．
（
淡
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
二
六
三
）
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．
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．
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立
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経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
暑
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一
〇
（
二
六
四
）

　
　
ろ
う
。
然
し
、
こ
こ
に
、
一
つ
例
外
が
あ
る
。
ン
、
れ
は
、
百
姓
、
町
人
等
に
向
っ
て
、
一
般
に
説
い
た
処
の
、
心
学
者
の
節
倹
論
で

　
　
あ
る
。
元
禄
以
後
、
貨
幣
経
済
の
時
代
と
な
っ
て
、
町
人
の
経
済
的
実
力
は
、
士
農
両
階
級
を
圧
し
た
。
か
く
し
て
、
町
人
の
物
質

　
　
的
勃
興
と
共
に
、
知
的
欲
求
も
、
起
っ
て
来
た
。
こ
の
要
求
に
合
致
し
た
も
の
が
、
則
ち
、
石
門
の
心
学
で
あ
る
。
一
部
の
心
学
者
、

　
例
之
、
上
河
洪
水
の
如
き
は
、
心
学
の
系
統
は
、
三
代
よ
り
孔
子
に
伝
わ
り
、
孔
子
よ
り
子
思
、
孟
子
に
及
び
、
そ
れ
よ
り
、
宋
の

　
　
周
茂
叔
、
程
明
道
、
程
伊
川
を
経
て
、
朱
子
に
至
り
、
遂
に
、
巳
本
の
石
田
梅
巌
に
伝
わ
っ
た
と
、
す
る
の
で
あ
る
が
、
徳
川
時
代

　
　
の
心
学
な
る
語
は
、
陽
明
学
派
や
朱
子
学
派
の
異
名
の
如
く
に
用
い
る
可
き
で
な
く
、
別
に
、
石
田
梅
巌
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
心

　
学
道
語
を
指
す
の
で
あ
る
．
是
は
、
商
業
の
心
要
を
説
き
、
営
利
活
動
を
正
し
き
も
の
と
し
て
是
認
し
、
実
際
問
題
に
対
し
て
、
卑

　
近
で
は
あ
る
が
、
適
切
な
解
釈
を
加
え
て
、
商
人
道
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
学
祖
の
梅
巌
に
は
、
　
「
都
郵
問
答
」
と
「
斉
家
論
」

　
　
の
二
著
書
が
あ
り
、
前
者
は
、
大
体
、
宋
儒
の
性
理
論
を
説
き
、
三
教
一
敦
論
に
及
び
、
　
「
仏
は
覚
な
り
一
切
衆
生
の
迷
を
解
る
な

　
り
、
迷
い
解
れ
ば
本
に
帰
る
。
故
に
三
界
唯
一
心
と
云
う
、
其
の
迷
の
解
け
た
る
体
を
名
付
け
て
仏
性
と
云
う
。
仏
性
は
天
地
人
の

　
体
な
り
、
至
極
の
所
は
性
を
知
る
外
に
仏
法
あ
ら
ん
や
」
と
説
き
、
尚
お
、
同
書
は
、
共
の
外
に
、
商
人
と
し
て
心
得
べ
き
件
を
述

　
べ
、
徳
義
を
重
じ
、
信
実
を
守
り
、
商
品
を
偽
ら
ず
、
悪
し
き
も
の
を
売
ら
ざ
る
様
に
し
、
多
く
の
利
を
貧
ら
ざ
る
こ
と
を
戒
め
た

　
　
の
で
あ
る
。
次
に
、
　
「
斉
家
論
」
は
、
倹
約
論
に
終
始
し
、
是
を
小
に
し
て
は
、
身
を
修
め
、
家
を
斉
え
、
是
を
大
に
し
て
は
、
国

　
を
治
め
、
天
下
を
平
に
す
る
こ
と
、
皆
、
是
れ
、
此
の
倹
約
に
帰
す
る
旨
を
、
間
答
体
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
梅
巌
の
門
に
手
島

　
堵
庵
あ
り
、
更
ら
に
、
堵
庵
の
門
に
中
沢
道
二
が
あ
る
。
今
、
そ
の
著
・
「
道
二
翁
道
語
」
を
経
く
に
、
　
「
家
業
を
専
に
し
解
る
事

　
な
く
万
事
共
分
隈
に
過
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
事
、
我
商
売
○
外
に
あ
れ
も
し
た
り
、
是
も
し
た
り
、
不
時
の
も
ふ
け
を
期
に
し
て
、
商
売

　
不
情
で
の
ら
の
ら
す
る
事
、
堅
く
御
法
度
じ
や
、
其
分
隈
に
過
ぐ
べ
か
ら
ず
と
は
、
食
物
か
ら
着
る
物
か
ら
、
わ
し
に
は
是
で
分
に



過
ぎ
は
せ
ぬ
か
、
此
着
物
は
分
限
に
相
応
か
と
、
我
自
身
と
引
会
し
、
少
し
で
も
著
高
な
る
所
あ
る
は
、
皆
御
法
度
じ
や
。
Ｌ
、
　
「
紙

一
枚
藁
一
筋
も
鹿
末
に
成
り
そ
う
な
物
か
。
と
っ
く
り
と
身
に
立
帰
り
て
、
天
の
与
う
る
楽
し
み
は
実
に
面
白
き
有
様
か
な
。
何
を

以
て
か
是
に
加
え
ん
。
此
上
に
何
か
有
る
ぞ
。
御
代
も
多
い
に
今
の
よ
う
な
結
構
な
御
代
に
生
れ
て
、
米
屋
は
米
屋
、
酒
屋
は
酒
屋
、

銘
人
の
渡
世
を
糖
さ
え
出
せ
ば
大
安
楽
。
天
の
与
う
る
楽
み
を
し
ら
ぬ
故
、
夜
が
明
け
る
と
何
か
ほ
し
い
、
か
が
ほ
し
い
、
皆
共
本

を
知
ら
ぬ
か
ら
、
倹
約
を
よ
う
せ
ぬ
。
子
目
、
飯
硫
食
飲
水
曲
肱
而
枕
之
、
楽
在
共
中
笑
。
三
度
六
六
喰
う
は
何
の
為
じ
や
。
腹
さ

え
膨
れ
た
ら
も
う
よ
い
。
骸
に
着
る
は
何
の
為
ぞ
。
暑
う
寒
う
さ
え
な
け
れ
ば
天
の
与
う
る
楽
し
み
。
冥
加
を
知
れ
ば
、
有
難
い

く
で
今
日
を
暮
す
。
一
等
、
随
処
に
、
倹
約
を
説
い
て
い
る
。
心
学
者
の
教
え
る
倹
約
は
、
儒
者
の
戒
め
る
倹
約
と
は
、
全
然
、

そ
の
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
、
少
し
も
、
封
建
的
興
味
を
帯
び
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
中
沢
道
二
略
伝
の
一
節
に
、
「
明

和
二
年
十
一
月
、
東
嶺
禅
師
の
法
莚
に
列
し
て
、
初
め
て
自
得
す
る
所
が
あ
っ
つ
、
解
決
の
域
に
達
し
た
。
時
に
道
二
、
年
四
十
一

歳
の
初
老
で
あ
っ
た
。
翌
年
更
に
東
寺
の
霊
元
禅
師
に
謁
し
て
（
筆
者
謹
．
此
の
項
、
石
川
博
士
の
説
に
ょ
る
も
、
東
寺
の
霊
元
禅
師
と
あ

る
は
、
お
そ
ら
く
、
等
持
院
の
霊
源
慧
桃
和
荷
の
こ
と
で
あ
ら
う
、
、
）
、
悟
壌
愈
と
透
徹
し
た
が
、
妙
を
法
に
於
い
て
直
観
し
把
握
し
た
道
二

は
、
既
に
早
く
、
梅
巌
心
学
の
軌
道
の
上
を
歩
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
実
に
見
て
も
、
ン
、
の
倹
約
論
は
、

宗
教
的
意
味
さ
え
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
、
解
す
可
き
で
あ
ろ
う
。
然
ら
ば
、
そ
の
倹
約
論
は
、
今
日
の
経
済
学
に
於
い
て
も
、
充

分
、
存
在
理
由
を
持
ち
得
る
訳
で
あ
り
、
経
済
学
が
、
吾
人
の
厚
生
々
活
の
内
容
を
深
め
る
方
法
と
し
て
、
一
方
に
於
い
て
は
、
生

産
の
増
強
、
所
得
の
増
大
を
期
す
る
と
共
に
、
叉
、
他
方
に
あ
つ
て
は
、
欲
望
の
制
限
、
倹
約
の
奨
励
を
説
く
と
き
、
そ
の
倹
約
は
、

徳
川
時
代
の
心
学
者
の
説
く
倹
約
と
、
そ
の
性
質
を
、
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
、
か
く
、
観
来
れ
ば
、
儒
者
の
説
く
倹
約
論
は
、

著
書
の
言
を
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
な
ら
ば
、
　
「
そ
の
本
質
は
矢
張
り
封
建
杜
会
休
制
を
是
認
肯
定
し
た
と
こ
ろ
の
、
封
建
支
配
者

　
　
於
国
近
世
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経
済
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想
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上
）
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淡
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立
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館
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一
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に
対
す
る
迎
合
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
本
書
・
二
九
頁
。
）
。
然
し
、
前
述
の
如
く
、
此
の
解
釈
は
、
心
学
者
の

論
ず
る
節
倹
論
に
は
、
該
当
せ
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
読
み
続
け
て
行
く
う
ち
、
第
二
章
・
階
級
論
中
の
第
三
節
・
階
級
変
動
論
に
至
り
、
当
時
、
漸
く
、
震
頭
し
来
っ
た
商
入

階
級
の
行
動
を
規
制
せ
ん
と
し
て
、
山
鹿
素
行
の
語
（
「
山
鹿
語
類
」
．
巻
六
、
、
）
を
引
用
さ
れ
た
、
「
商
買
の
物
に
よ
り
」
杵
曲
あ
る
こ

と
あ
り
。
米
穀
薪
窮
飲
食
の
も
の
、
衣
類
用
具
の
た
ぐ
ひ
ま
で
に
、
似
せ
も
の
を
致
し
て
入
を
偽
り
、
買
ふ
も
の
と
相
対
し
て
の
こ

と
な
れ
ば
、
買
ふ
も
の
見
ち
が
へ
た
る
は
売
手
の
誤
り
に
非
ず
と
思
ふ
こ
と
、
甚
だ
好
曲
也
。
買
来
れ
る
物
相
違
あ
っ
て
、
米
に
も

み
を
加
へ
耗
を
多
く
い
た
し
、
薪
の
数
を
ち
が
へ
、
酒
に
水
を
加
へ
升
目
を
少
く
し
、
か
は
れ
る
酒
を
用
ひ
、
衣
類
に
湯
入
、
鼠
く

ひ
、
や
れ
そ
こ
ね
た
ら
ん
所
を
か
く
し
て
売
る
。
」
（
本
書
・
三
七
頁
、
）
の
一
節
は
、
世
相
人
心
、
今
も
昔
も
変
ら
ざ
る
を
覚
え
、
極

め
て
、
興
味
深
く
感
じ
た
。

　
著
者
が
、
あ
く
ま
で
、
科
学
的
態
度
を
指
し
、
歴
史
の
動
き
を
、
発
展
史
的
見
地
（
實
言
ざ
；
；
窃
需
。
・
£
－
一
・
巨
一
９
）
に
立
脚
し

て
考
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
叉
、
本
書
の
大
特
色
で
あ
る
が
、
階
級
の
変
動
を
説
明
す
る
に
際
し
て
も
、
此
の
態
度
は
、
極
め
て
、

明
白
に
、
且
つ
巧
妙
に
示
さ
れ
、
自
然
経
済
か
ら
、
貨
幣
経
済
へ
と
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
武
士
階
級
の
窮
乏
に
次
い
で
、
商
人
階

級
の
横
行
が
、
如
実
に
描
き
出
さ
札
て
い
る
、
近
世
初
期
に
於
け
る
諾
侯
武
士
の
窮
乏
は
、
元
藤
時
代
、
漸
く
、
貨
幣
経
済
の
発
展

と
共
に
、
甚
し
く
な
り
、
そ
の
反
面
に
於
い
て
は
、
町
入
が
財
用
の
権
を
掌
握
し
、
此
の
問
題
は
、
切
実
な
る
問
題
と
し
て
、
当
時

の
学
者
の
論
題
と
な
り
、
熊
沢
蕃
山
の
「
商
の
心
は
や
す
き
時
に
買
、
高
時
に
売
、
有
所
の
物
を
な
き
処
へ
通
ず
る
ば
か
り
也
、
工

は
た
“
共
身
の
職
分
に
心
ポ
入
て
才
力
を
尽
す
の
み
な
り
、
大
廻
し
の
事
は
武
士
の
み
知
て
、
彼
等
は
手
足
の
心
に
し
た
が
ふ
ご
と

く
な
る
道
理
に
て
候
、
い
ま
は
手
足
の
為
に
心
の
つ
か
は
る
・
成
申
候
。
」
（
集
義
外
書
）
を
初
め
と
し
て
、
山
崎
闇
斉
の
「
去
帆
徹
問



答
」
に
も
、
同
様
の
趣
旨
が
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
著
者
は
、
特
に
、
荻
生
狙
休
、
享
保
九
年
の
一
著
書
・
「
租
休
先
生
答
問
書
」

を
引
用
し
て
、
　
「
流
通
を
専
ら
に
仕
候
へ
ば
、
商
人
に
制
せ
ら
る
る
物
に
候
。
流
通
は
天
性
商
人
の
職
分
に
備
り
た
る
道
に
候
ゆ
へ
、

諾
侯
の
力
に
て
も
、
商
人
に
は
不
及
侯
。
是
に
よ
．
り
て
流
通
を
専
ら
に
仕
候
得
ば
、
財
用
の
権
は
必
商
人
の
手
に
落
候
と
可
被
思
召

侯
。
皆
々
当
座
の
便
利
を
御
好
み
被
成
候
所
よ
り
起
申
侯
。
　
一
層
深
遠
の
思
を
加
へ
申
度
事
に
存
候
。
」
（
本
書
・
四
〇
頁
つ
）
を
示
し

て
い
ら
れ
る
が
、
今
日
、
流
通
経
済
（
堅
¢
く
邑
♂
プ
轟
至
冨
巨
｛
け
）
な
る
語
は
、
経
済
学
の
、
最
も
重
要
な
一
術
語
と
し
て
、
殆
ど
、

巨
常
語
化
し
て
ゐ
る
現
況
に
見
て
、
す
で
に
、
此
の
語
が
、
元
様
の
音
に
あ
っ
て
、
今
胃
と
同
じ
意
味
に
於
い
て
使
用
さ
れ
て
い
４
／
こ

こ
と
が
、
本
書
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
、
著
者
が
、
特
に
、
此
の
一
節
を
引
用
さ
れ
た
深
意
を
、
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
凡
ン
、
、
貨
幣

経
済
の
特
徴
は
、
人
間
の
一
挙
手
、
一
投
足
ま
で
も
、
是
を
貨
幣
価
値
に
見
積
り
、
評
価
す
る
点
に
あ
る
が
、
著
者
は
、
此
の
点
を
、

当
時
の
思
想
家
の
語
を
、
そ
の
ま
ま
借
っ
て
、
説
明
せ
ん
と
し
て
、
太
宰
春
台
の
「
経
済
録
拾
遣
」
を
引
用
し
て
、
　
「
今
の
世
は
、

只
金
銀
の
世
界
に
て
、
米
穀
は
朝
夕
の
飯
食
に
充
る
ま
で
に
て
足
り
、
布
串
は
衣
服
に
充
つ
る
迄
に
て
足
れ
り
と
す
、
共
余
は
皆
金

銀
に
て
、
大
事
も
小
事
も
、
用
度
一
事
に
弁
ず
る
故
に
、
天
下
の
人
、
金
銀
を
貴
ぶ
こ
と
、
昔
に
百
倍
せ
り
、
さ
れ
ば
今
の
世
は
、

米
穀
布
常
あ
り
て
も
、
金
銀
乏
し
け
れ
ば
、
世
に
立
ち
難
し
、
小
民
の
残
し
き
者
の
み
に
非
ら
ず
、
士
大
夫
以
上
、
諾
侯
国
君
も
皆

然
り
、
然
れ
ば
今
の
世
は
、
藤
あ
る
士
大
夫
も
、
国
君
も
皆
商
賢
の
如
く
、
偏
に
金
銀
に
て
、
万
事
用
を
足
す
故
に
、
如
何
に
も
し

て
金
銀
を
手
に
入
る
＼
計
を
為
す
、
只
今
の
急
務
と
見
ゆ
る
な
り
」
を
揚
げ
（
本
書
．
四
四
頁
、
、
）
、
更
に
叉
、
　
「
今
の
経
済
に
は
、
領

主
よ
り
金
を
出
し
て
、
国
の
産
物
、
諸
の
貨
物
を
、
悉
く
買
ひ
取
り
て
、
其
所
に
て
買
ふ
も
の
あ
ら
ば
売
る
べ
し
、
然
ら
ず
ば
、
船

に
載
せ
、
馬
に
駄
し
て
、
江
戸
・
京
・
大
坂
に
運
び
て
売
る
べ
し
。
凡
諸
国
の
土
産
は
、
共
民
齋
し
て
他
所
に
売
る
に
、
多
少
の
路

費
あ
り
、
船
に
付
船
賃
あ
り
、
馬
に
は
駄
賃
あ
り
、
他
所
に
在
き
て
其
貨
物
を
売
る
に
、
行
家
あ
り
、
牙
僚
あ
り
、
行
家
に
止
宿
す
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る
に
飯
銭
を
出
す
、
買
人
に
売
渡
す
に
及
び
て
、
行
家
に
貢
銭
あ
り
、
牙
衛
に
労
賃
あ
り
、
此
の
如
く
諸
般
の
費
用
あ
り
、
貨
物
の

直
余
の
中
に
て
、
此
諸
の
費
用
を
除
き
て
、
其
余
す
な
わ
ち
貸
主
の
所
得
な
れ
ば
、
共
の
利
多
か
ら
ず
、
今
若
し
国
主
よ
り
金
を
出

し
て
、
共
国
の
土
産
貨
物
を
悉
く
買
取
ら
ん
に
、
民
に
坐
り
他
所
の
商
人
に
売
る
と
、
他
所
に
旅
行
し
て
、
行
家
に
就
き
て
売
る
と

、
両
様
の
価
を
勘
弁
し
て
、
共
価
よ
り
少
し
貴
く
買
取
る
も
、
多
く
の
貨
物
を
一
所
に
集
め
て
、
江
戸
．
大
坂
の
如
き
都
会
に
送
り

て
・
府
庫
に
蔵
し
置
き
て
、
時
価
の
貴
き
時
に
売
り
出
さ
ば
、
国
氏
の
私
に
売
る
よ
ヅ
も
、
其
利
多
か
る
べ
し
、
国
民
は
旅
行
の
労

も
な
く
、
前
に
云
へ
る
所
の
諸
般
の
費
も
な
く
て
、
商
人
に
売
る
よ
り
、
利
多
き
を
喜
ぶ
べ
け
れ
ば
、
有
る
程
の
貨
物
を
隠
さ
ず
し

て
悉
く
出
す
べ
し
」
の
一
節
を
示
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
採
択
個
処
の
適
切
な
る
、
古
文
献
の
博
覧
、
渉
猿
に
通
ず
る

人
で
な
け
れ
ば
、
到
底
、
不
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
吾
人
は
、
庇
の
一
節
か
ら
で
も
、
充
分
、
当
時
の
貨
幣
経
済
の
発
展
を
、
想

見
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
更
ら
に
・
第
三
節
の
「
階
級
変
動
論
」
を
読
み
続
け
て
行
く
と
、
「
当
時
の
識
者
の
う
ち
に
、
少
数
な
が
ら
、
商
人
以
経
済
的
活

動
を
是
認
肯
定
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
、
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
、
」
と
し
て
、
先
づ
、
前
に
も
述
べ
た
、
心

学
の
開
祖
た
る
石
田
梅
巌
を
挙
げ
、
そ
の
一
著
書
・
「
都
部
問
答
」
中
の
、
「
売
利
を
得
る
は
商
人
の
道
な
り
、
元
銀
に
売
を
道
と

い
ふ
こ
う
を
聞
か
ず
、
商
人
の
売
利
は
士
の
稼
に
同
じ
、
売
利
な
く
ば
士
の
禄
無
し
て
事
る
が
如
し
」
の
一
節
を
掲
げ
、
「
こ
の
よ

う
な
意
見
は
、
当
時
普
通
に
行
は
れ
た
、
商
人
の
営
利
活
動
を
い
た
ず
ら
に
罪
悪
視
し
た
固
魎
な
見
解
に
、
相
当
は
げ
し
い
一
矢
を

酬
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
せ
ら
れ
（
本
書
・
五
二
頁
、
）
、
更
ら
に
続
け
て
、
「
だ
が
、
な
お
一
層
注
目
す
べ
き
は
、
商

人
○
経
済
的
活
動
を
是
認
肯
定
す
る
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
○
前
提
の
も
と
に
、
武
士
た
る
も
の
、
い
た
ず
ら
に
利
を
軽
ん
じ
、
、
！
、
れ

を
追
求
す
る
も
の
を
笑
う
こ
れ
ま
で
の
態
度
を
一
揮
し
て
、
進
ん
で
こ
れ
に
従
事
す
べ
き
で
あ
る
と
論
ず
る
の
が
現
れ
た
こ
と
、
こ



れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
海
保
青
陵
ン
、
の
人
で
あ
る
が
、
」
と
せ
ら
れ
（
本
書
・
五
二
頁
以
下
。
）
、
青
陵
の
著
者
の
「
稽
古
談
」
、
「
善
中

談
」
を
引
用
し
て
、
　
「
古
へ
よ
り
看
臣
は
市
道
な
り
と
云
な
り
、
臣
へ
知
行
を
や
り
て
働
か
す
、
臣
は
力
を
君
へ
う
り
て
米
を
と
る
。

粛
は
臣
を
か
い
、
臣
は
君
へ
う
り
て
、
う
り
か
い
な
り
、
う
り
か
い
か
よ
き
な
り
、
う
り
か
い
が
あ
し
き
こ
と
に
て
は
な
し
、
」
と

道
破
し
た
、
封
建
的
な
君
臣
主
従
の
身
分
的
関
係
を
絶
対
視
し
て
い
た
当
時
と
し
て
は
珍
ら
し
い
、
労
働
力
も
亦
、
商
品
で
あ
る
と

云
う
様
な
思
想
を
紹
介
し
て
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
梅
巌
の
商
人
肯
定
論
と
、
青
陵
の
ン
、
れ
と

の
内
容
、
性
質
の
吟
味
で
あ
る
。
勿
論
、
造
脂
深
い
著
者
は
、
此
の
点
、
充
分
に
承
知
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
両
思
想
家
の
引
用

個
処
か
ら
も
、
擦
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
一
般
読
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
梅
巌
、
青
陵
を
、
一
様
に
、
商
人
肯
定
論
者
と
し
て
、

並
列
さ
れ
る
に
止
ら
ず
、
更
ら
に
、
そ
の
思
想
の
内
容
を
対
比
、
説
明
さ
れ
る
こ
と
か
、
望
ま
し
い
と
思
う
、
筆
者
の
考
う
る
処
に

よ
れ
ば
、
梅
巌
、
青
陵
、
共
に
、
商
人
の
必
要
を
認
め
ケ
も
、
そ
の
立
場
に
於
い
て
は
、
大
な
る
相
違
が
あ
る
。
町
人
の
金
権
を
掌

握
し
、
武
士
階
級
を
圧
す
る
の
形
勢
に
あ
？
た
当
時
、
叉
一
面
に
於
い
て
、
町
人
の
栄
枯
盛
衰
常
な
ら
ざ
る
を
見
た
梅
巌
は
、
　
「
世

の
有
様
を
見
来
る
に
、
町
家
ほ
ど
衰
へ
安
き
も
の
は
な
し
。
三
四
十
年
以
前
迄
京
大
阪
に
て
大
金
持
と
い
は
れ
た
る
、
か
く
れ
な

き
町
人
も
、
往
き
方
し
れ
ぬ
者
も
あ
り
。
叉
身
上
衰
へ
て
自
炊
し
て
暮
す
も
あ
り
。
十
軒
に
七
八
軒
は
か
く
の
如
し
」
と
述
べ
て
い

る
、
思
う
に
、
彼
が
、
京
都
車
崖
町
御
池
上
る
東
側
の
と
こ
ろ
に
、
講
席
を
設
け
、
「
何
月
何
日
開
講
、
席
銭
入
不
申
候
、
無
縁
に

て
も
御
望
の
方
六
は
、
無
御
遠
慮
御
通
り
御
聞
可
被
成
候
」
と
張
紙
し
て
、
広
く
庶
民
の
聴
講
を
歓
迎
し
た
の
は
、
そ
の
四
十
五
歳

の
と
き
、
即
ち
、
享
保
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
、
こ
の
頃
は
、
町
人
の
勢
力
、
漸
次
、
勃
興
し
来
り
、
武
家
、
武
人
は
、
表
面
、
彼

等
に
対
し
て
、
軽
蔑
の
態
度
を
示
し
つ
つ
、
共
の
実
は
、
町
人
に
依
頼
し
て
、
芙
の
財
政
の
整
理
を
托
す
る
な
ど
の
状
況
と
な
り
、

是
と
同
時
に
、
町
人
の
風
紀
、
大
い
に
索
れ
、
殊
に
、
三
都
の
富
商
等
は
、
競
っ
て
、
豪
春
を
津
に
し
、
徳
川
氏
初
代
に
放
け
る
純
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朴
の
風
、
地
を
掃
っ
て
見
る
可
く
も
な
く
、
．
梅
巖
が
、
此
の
時
を
利
用
し
て
、
専
ら
、
町
人
を
相
手
に
、
倫
理
、
道
徳
を
講
説
し
た

の
は
、
よ
く
、
共
の
機
宣
に
適
し
た
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぬ
。
殊
に
、
梅
巌
の
講
説
は
、
町
人
を
相
手
と
す
る
こ
と
が
、

主
な
目
的
で
あ
り
、
彼
は
、
「
商
人
の
道
を
知
ら
ざ
る
者
は
貧
る
こ
と
を
勉
め
て
家
を
亡
す
」
と
し
、
「
商
人
の
道
を
知
れ
ば
、
欲

心
を
離
れ
、
仁
心
を
以
て
勉
め
、
道
に
合
ふ
て
え
栄
」
る
も
の
な
る
こ
と
を
教
え
、
「
十
五
年
以
来
、
私
欲
を
離
る
＼
事
を
説
き
来

れ
り
。
」
と
、
述
懐
を
も
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
て
、
其
の
日
人
の
講
義
の
要
目
は
、
主
人
が
雇
人
に
対
す
る
取
扱
振
の
事
、

雇
人
が
主
人
に
対
す
る
心
得
方
の
事
、
節
倹
に
重
き
を
置
く
事
、
家
職
を
励
む
べ
き
事
で
あ
っ
て
、
是
を
説
明
す
る
に
、
彼
の
、
普

通
の
儒
者
の
な
し
た
る
如
き
、
難
解
な
学
理
を
以
っ
て
せ
ず
、
専
ら
、
孝
子
、
貞
婦
の
事
実
談
を
持
出
し
、
童
幼
、
掃
女
子
に
も
わ

か
易
り
く
、
面
白
く
、
説
教
的
に
講
説
し
た
の
で
あ
る
。
而
か
も
、
そ
の
著
・
「
斉
家
論
」
下
巻
に
説
く
処
に
拠
れ
ば
、
梅
巌
自
身
は
、

講
壇
に
上
る
と
き
、
学
者
形
で
、
威
張
ｏ
て
袴
な
ど
を
着
用
す
る
こ
と
な
く
、
着
流
し
の
ま
ま
で
、
席
に
就
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
石
田
梅
巌
は
、
武
士
を
師
表
と
し
て
、
町
入
の
行
動
を
、
武
士
的
道
徳
の
基
準
に
ま
で
、
引
上
げ
ん
と
し
た
襯
が
あ
る
。

然
る
に
、
一
方
、
青
陵
は
如
何
と
見
れ
ば
、
其
の
著
・
「
稽
古
談
」
に
日
く
、
　
「
物
を
売
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
か
ふ
こ
と
な
き
筈
な

り
、
か
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
世
の
勢
な
ら
ば
、
売
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
は
づ
な
り
、
武
士
は
物
を
売
ぬ
も
の
と
云
ふ
こ
と
、
を
か
し
き
こ
と
な

り
、
貧
に
な
る
証
拠
な
り
、
物
を
買
ふ
金
は
何
か
ら
出
た
る
む
の
な
り
や
、
一
休
事
の
理
を
見
ぬ
こ
と
甚
し
き
な
り
、
武
士
は
物
を

買
こ
と
を
ば
辱
と
せ
ず
、
物
を
売
こ
と
を
大
恥
辱
と
す
る
こ
と
、
か
た
か
し
ぎ
の
こ
と
な
り
、
こ
の
間
違
よ
り
し
て
、
万
事
ぐ
れ
は

ま
と
な
れ
り
、
」
、
　
「
阿
蘭
陀
は
国
王
か
商
ひ
を
す
る
と
云
て
、
ど
ツ
と
云
ふ
て
わ
ら
ふ
こ
と
な
り
、
さ
れ
と
も
己
れ
は
や
は
り
物
を

う
り
て
物
を
買
ふ
な
り
、
物
を
売
て
物
を
買
う
は
世
家
の
理
な
り
、
笑
ふ
こ
と
も
何
も
な
き
な
り
」
、
「
物
を
売
り
物
を
賞
ふ
は
世
家

の
理
な
り
」
、
か
く
、
喝
破
し
た
脊
陵
、
而
か
も
、
彼
自
身
は
、
丹
後
・
宮
津
城
主
た
る
青
山
大
膳
の
家
老
・
角
田
市
左
街
門
・
の
長



男
と
し
て
、
宝
暦
五
年
、
江
戸
に
生
れ
（
梅
巌
が
、
貞
享
二
年
、
丹
波
桑
困
郡
東
懸
村
の
小
農
の
二
男
と
し
て
、
生
れ
た
こ
と
と
、
対
比
し
て
、

・
興
味
な
し
と
せ
な
い
。
）
、
武
士
出
身
の
儒
者
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
の
武
士
に
抗
議
し
、
其
の
著
二
諭
民
談
」
中
、
一
、
士
大
夫
は
貧
を

好
む
を
自
漫
に
し
て
居
る
人
沢
山
あ
る
も
の
な
り
。
不
忠
不
智
な
る
こ
と
な
り
。
」
と
、
思
い
切
っ
た
、
放
胆
な
論
断
を
、
下
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
封
建
経
済
か
ら
、
資
本
主
義
経
済
へ
移
り
行
か
ん
と
す
る
、
当
時
の
杜
会
の
実
桐
を
、
よ
く
、
把
握

し
た
達
見
で
あ
る
。
彼
の
梅
巖
が
、
町
人
の
行
動
を
、
武
士
を
師
表
と
し
て
、
武
士
的
道
徳
の
基
準
に
ま
で
、
引
上
げ
ん
と
し
た
こ

と
に
対
し
て
、
青
陵
は
、
む
し
ろ
、
武
士
を
町
人
同
様
に
見
傲
し
、
武
士
階
級
そ
れ
自
体
が
、
す
で
に
、
売
買
関
係
の
上
に
立
っ
て

屠
る
と
、
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
、
両
者
を
、
対
比
、
考
察
し
来
れ
ば
、
等
し
く
、
商
人
必
要
論
を
説
く
も
、
共
の
間
、
立
論
の
基
礎

に
、
大
な
る
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
著
書
の
思
想
変
遷
の
段
階
別
に
よ
れ
ば
、
梅
巌
は
、
む
し
ろ
、
階
級
固
定
論
に
、
叉
、

青
陵
は
打
破
論
に
、
夫
六
、
属
せ
し
む
可
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
さ
て
、
第
四
節
の
「
階
級
打
破
論
」
を
読
み
行
く
う
ち
、
江
戸
時
代
の
随
筆
文
学
と
し
て
、
最
も
有
名
な
、
北
陸
大
聖
寺
の
儒

者
・
錦
城
太
田
元
貞
の
「
梧
窓
漫
筆
」
中
か
ら
引
用
さ
れ
た
、
「
庶
民
は
人
倫
を
知
っ
て
禽
獣
に
異
ら
し
め
、
士
君
子
は
道
を
成
し

て
庶
民
に
異
ら
し
む
。
農
工
商
を
民
と
云
ひ
、
士
君
子
を
人
と
云
ふ
。
人
と
民
と
の
区
別
を
知
る
べ
し
」
の
一
節
は
、
当
時
の
階
級

差
別
観
が
、
如
何
に
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
教
え
る
に
、
極
め
て
、
適
切
な
、
且
つ
、
興
味
あ
る
文
で
あ
ろ
う
（
本
書
．
五

七
頁
。
）
、

　
続
い
て
、
「
階
級
打
破
論
」
に
於
け
る
、
圧
制
に
対
す
る
反
抗
と
し
て
の
百
姓
一
撲
の
説
明
と
な
り
、
嘉
永
年
間
、
岩
手
九
十
九

ケ
村
の
騒
動
の
際
の
記
事
と
し
て
、
引
用
さ
れ
た
（
本
書
・
五
八
頁
。
）
、
「
役
人
大
い
に
腹
を
立
て
、
百
姓
分
と
し
て
上
を
恐
れ
ざ
る

過
言
、
不
届
者
と
叱
り
け
れ
ば
、
百
姓
共
カ
ラ
カ
ラ
と
打
笑
ひ
、
汝
ら
百
姓
杯
と
軽
し
め
る
は
心
得
違
ひ
、
百
姓
の
事
を
よ
く
承
れ
、
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士
農
工
商
皆
源
平
藤
橋
の
四
姓
を
離
れ
ず
、
天
下
誇
民
皆
百
姓
な
り
、
其
命
を
養
ふ
故
に
農
民
ば
か
り
を
百
姓
と
云
ふ
な
り
、
汝
等

も
百
姓
に
養
は
る
」
な
り
、
此
道
理
を
知
ら
ず
百
姓
杯
と
罵
る
は
不
届
者
な
り
、
共
の
処
の
け
て
通
せ
、
と
大
音
に
呼
ば
り
け
れ

ば
」
の
一
節
は
、
幕
末
に
於
け
る
武
士
階
級
の
無
力
を
、
眼
前
に
髪
髭
た
ら
し
め
て
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
其
の
出
典
と
し

て
、
唯
、
　
「
遠
野
唐
丹
寝
物
語
」
と
あ
る
の
み
で
、
是
に
、
書
誌
的
説
明
が
な
い
の
は
、
如
何
に
も
、
物
足
ら
な
い
感
じ
を
、
与
え

る
。
此
の
点
は
、
今
の
一
個
処
に
限
ら
ず
、
本
書
の
全
篇
に
就
い
て
、
言
い
得
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
凡
そ
、
近
世
、
二
百
名
家

に
亘
る
論
説
を
引
用
さ
れ
た
、
博
引
傍
証
の
著
者
と
し
て
、
更
ら
に
、
是
に
、
書
誌
的
説
明
を
、
加
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
錦
上
添
花

の
趣
が
、
あ
る
で
あ
ろ
ら
。

　
第
五
節
と
し
て
、
「
階
級
論
」
の
結
言
を
見
る
に
（
本
書
・
六
七
頁
以
下
、
、
）
、
著
者
は
、
「
階
級
固
定
論
」
、
一
．
階
級
変
動
論
」
及
び

「
階
級
打
破
論
」
と
三
段
階
を
区
別
し
て
、
近
世
の
杜
会
、
経
済
思
想
史
中
の
重
要
問
題
た
る
階
級
に
関
す
る
論
議
を
、
展
開
し

居
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
個
処
に
於
い
て
も
、
著
者
は
、
巌
正
な
る
科
学
的
態
度
を
持
し
、
あ
く
．
ま
で
、
発
展
史
的
見
地

（
昌
蔓
一
〇
匡
；
霧
胴
窃
ｏ
壬
〇
一
邑
毫
・
）
に
立
脚
し
て
、
問
題
を
考
察
し
て
居
ら
れ
る
こ
と
が
、
特
に
、
目
に
つ
く
の
で
あ
る
。
即
ち
、

「
近
世
の
中
期
・
後
期
の
よ
う
な
、
貨
幣
経
済
の
進
展
し
た
杜
会
に
あ
っ
て
、
そ
の
好
む
と
好
ま
ぬ
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
武
士
階
級

も
亦
、
売
買
関
係
に
超
越
し
て
は
、
一
日
と
し
て
そ
の
生
活
が
立
た
な
か
っ
た
の
が
、
現
実
の
姿
で
あ
っ
た
」
と
せ
ら
れ
（
本
書
．

六
九
頁
。
）
、
　
「
武
士
階
級
も
亦
、
積
極
的
に
商
人
的
活
動
に
乗
り
出
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
一
派
の
主
張
は
、
確
か
に
時
流
を
抜
い

た
耕
新
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
」
と
、
断
じ
（
本
書
・
七
〇
頁
。
）
、
最
後
に
、
封
建
杜
会
意
識
の
発
展
過
程
と
し
て
、
　
「
階

級
打
破
論
」
の
思
潮
に
、
論
及
し
、
彼
の
安
藤
昌
益
の
説
を
紹
介
し
、
・
！
、
の
着
想
に
於
い
て
は
、
是
を
偉
と
す
る
も
、
入
類
経
済
杜

会
発
展
の
認
識
の
上
に
立
っ
て
の
、
展
望
的
な
も
の
で
な
い
旨
を
、
批
判
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
の
思
想
は
、
悲
惨
な
る
農



民
生
活
の
現
実
に
接
し
て
・
農
民
に
重
き
負
担
を
課
し
て
、
そ
の
生
滑
を
脅
す
支
配
者
も
な
く
、
農
氏
に
不
利
を
も
た
ら
す
商
品
経

済
・
貨
幣
経
済
も
存
せ
ざ
る
白
然
経
済
の
杜
会
を
、
そ
の
理
想
と
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
此
の
点
、
著
者
が
「
展
望
的
な
も
の
で
な

く
・
い
た
ず
ら
に
回
顧
復
古
の
色
彩
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
」
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
は
（
本
書
．
七
〇
頁
、
、
）
、
正
し
い
見
方
で
あ
る

と
思
う
。

　
次
に
・
第
三
章
の
「
世
禄
論
」
に
入
る
。
凡
そ
、
我
国
近
世
の
杜
会
、
経
済
思
想
の
中
、
世
禄
制
に
関
す
る
、
諾
家
の
論
議
程
、

重
要
な
も
の
は
、
他
に
、
是
を
見
な
い
の
で
あ
る
が
、
而
か
も
、
類
書
に
し
て
、
此
の
間
題
を
取
扱
っ
た
も
の
、
極
め
て
、
蓼
友
た

る
折
柄
、
著
者
が
、
特
に
、
一
章
を
設
け
て
、
論
究
さ
れ
た
こ
と
は
、
他
書
の
欠
陥
を
補
う
て
、
先
づ
そ
の
著
眼
の
鰺
一
、
抜
、
思
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
抑
六
、
世
禄
制
な
る
も
の
は
、
世
襲
の
禄
と
し
て
、
有
能
、
無
能
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
子
孫
に
伝
え
ら

れ
・
此
の
こ
と
が
、
当
時
の
階
級
制
度
維
持
の
上
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
後
、
漸
く
、
識
者
、
論
議
の
中
心

に
な
り
、
逐
に
は
、
世
禄
制
の
否
定
に
ま
で
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
此
の
間
の
経
過
を
、
説
明
し
て
、
「
つ
ま
り
、
当
時
の

よ
う
な
泰
平
持
続
の
杜
会
に
あ
っ
て
、
武
士
階
級
が
全
く
無
為
徒
食
者
化
し
、
こ
れ
を
目
し
て
、
「
無
用
の
長
物
」
視
す
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
飽
衣
暖
食
し
得
た
根
源
で
あ
る
世
禄
制
に
対
し
て
、
批
判
の
眼
が
む
け
ら
れ
、
そ
れ

が
修
正
論
と
な
り
、
進
ん
で
は
、
そ
の
否
定
論
と
ま
で
な
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
、
当
然
の
こ
と
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て

居
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
（
本
書
・
七
一
頁
。
）
、
筆
者
は
、
む
し
ろ
、
自
然
経
済
よ
り
貨
幣
経
済
へ
の
発
展
に
、
そ
の
原
因
を
、
求
む
べ

き
で
あ
る
と
、
思
う
の
で
あ
る
、
貨
幣
経
済
の
下
、
町
人
が
富
を
集
め
て
、
士
農
の
困
窮
を
生
ず
る
こ
と
甚
し
く
、
諾
侯
財
政
の
困

難
か
ら
、
家
中
の
俸
禄
を
削
滅
し
て
、
是
に
対
処
し
た
の
で
あ
る
、
山
崎
闇
斉
の
「
査
徹
問
答
」
に
、
　
「
租
税
御
用
金
等
に
て
足
ら

ず
、
町
人
よ
り
借
財
を
な
し
、
家
中
を
半
知
（
半
知
と
は
、
江
戸
時
代
、
殊
に
、
そ
の
中
期
以
後
、
財
政
窮
乏
の
打
開
策
と
し
て
、
殆
ど
例
外
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な
く
、
諾
藩
に
行
は
れ
た
知
行
扶
持
の
削
滅
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
・
七
町
頁
、
、
）
に
し
て
も
償
ふ
を
得
ず
、
終
に
は
、
領
分
の
米
を
残
ら
ず

銀
主
に
取
ら
れ
、
大
名
を
初
め
、
家
中
ま
で
も
、
皆
銀
主
の
扶
持
人
○
如
く
で
あ
る
」
と
、
説
い
て
い
る
の
は
、
此
の
間
の
事
情
和
、
、

伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
章
の
「
世
禄
論
」
は
、
著
者
の
最
も
苦
心
さ
れ
た
個
処
で
あ
り
、
引
用
諾
家
の
論
議
の
検
討
、
特
に
、
微
に
入
り
、
細
を
穿

ち
、
多
く
の
興
味
あ
る
問
題
が
、
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
麦
に
は
、
筆
者
の
直
面
し
た
こ
と
を
、
記
す
る
に
止
ゆ
る
。
過
般
、

鍋
山
晶
斉
編
集
に
な
る
、
図
書
刊
行
会
本
の
一
、
赤
稿
義
人
纂
要
」
を
購
い
、
耽
読
し
行
く
う
ち
、
収
載
さ
れ
た
「
赤
棟
分
限
牒
」
に
至

り
、
義
士
の
三
分
の
一
以
上
、
即
ち
、
十
八
入
ま
で
が
、
二
十
石
、
十
石
、
甚
し
き
は
、
五
両
三
人
扶
持
の
徒
行
横
目
ま
で
を
籠
め

た
・
寒
素
の
下
士
輩
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
大
い
に
、
奇
異
の
感
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
こ
と
は
、
　
「
近
世
奇
入
伝
」

中
、
寺
井
玄
漢
の
伝
を
叙
す
る
に
当
り
、
　
「
叉
義
士
の
中
三
村
包
常
（
次
郎
左
衛
門
と
い
う
）
は
、
縄
に
厨
下
の
小
吏
と
し
て
、
そ

の
主
姓
、
名
を
も
知
ら
ざ
る
べ
き
程
の
者
な
ら
ば
、
同
志
の
諸
士
、
或
は
財
を
貧
る
が
た
め
な
ら
む
と
雑
ひ
し
か
ど
も
、
始
終
志
を
変

せ
ず
・
そ
の
禄
を
食
み
て
は
そ
の
難
に
死
す
べ
し
と
思
へ
る
な
る
べ
し
。
見
も
商
陽
が
い
ふ
所
、
孔
夫
子
の
礼
あ
り
と
宣
へ
る
を
も

て
見
れ
ぱ
、
厚
き
に
過
ぐ
る
と
も
い
ふ
べ
け
れ
ど
、
此
の
挙
高
禄
の
世
臣
と
い
へ
ど
も
、
免
か
れ
て
恥
な
き
も
の
多
き
間
に
如
此
は

有
り
が
た
し
と
い
ふ
べ
し
。
予
此
の
記
を
読
む
毎
に
包
常
か
志
を
憐
む
が
た
め
に
、
因
に
し
る
す
。
」
と
あ
る
如
く
、
古
人
も
、
問

題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
こ
れ
が
原
因
は
、
那
辺
に
求
む
べ
き
で
あ
ろ
か
、
今
、
本
苦
に
引
用
さ
れ
た
、
高
野
常
道
の

「
昇
平
夜
話
」
中
、
概
し
て
、
当
世
諾
家
共
に
、
大
臣
に
は
、
無
学
無
能
の
も
の
多
く
、
中
士
以
下
、
小
身
Ｏ
も
の
に
、
か
え
っ
て
、

達
人
、
良
士
が
あ
る
と
て
、
そ
の
理
由
を
説
き
、
　
「
当
時
諸
家
大
方
は
、
半
知
前
後
の
宛
行
と
見
ゆ
れ
共
、
元
来
大
身
な
る
故
、
半

知
宛
行
に
て
も
、
諾
事
自
由
に
て
、
安
楽
に
育
つ
故
、
難
儀
の
勤
に
塙
兼
て
、
文
武
芸
能
に
身
を
委
ね
て
す
る
に
堆
へ
ざ
る
と
、
叉
、



大
馬
鹿
に
さ
一
無
れ
ば
・
箒
相
応
の
役
に
仕
は
る
る
乞
故
言
、
如
一
婁
註
、
堂
、
問
、
武
芸
、
骨
を
折
て
す
る
は
、
損
と

心
得
て
芸
る
盲
・
馬
鹿
に
塞
く
と
も
、
無
学
無
能
芸
は
、
今
日
の
指
し
、
差
働
は
相
応
に
て
も
、
碧
相
応
の
所
一
は

用
ひ
ら
る
れ
ば
・
誰
か
才
器
を
励
ま
ざ
る
べ
き
、
只
、
禄
の
高
下
を
以
て
人
を
遣
へ
ば
、
無
学
無
能
の
者
多
く
な
る
、
才
器
を
以
て

入
を
遣
へ
ば
・
才
器
有
入
多
く
成
は
必
然
な
り
。
」
の
一
節
は
、
問
題
の
解
決
に
、
多
大
の
暗
示
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

問
題
は
、
温
故
知
新
の
料
と
し
て
も
、
深
く
考
案
す
可
き
も
の
が
、
残
さ
れ
て
ゐ
る
、

第
三
節
の
「
世
禄
修
正
論
一
を
撃
て
は
、
そ
の
引
用
さ
れ
た
、
中
井
竹
山
の
「
草
茅
危
一
一
一
一
口
一
中
の
一
節
、
「
世
管
良
法
坪

唯
共
先
代
の
勲
労
に
酢
一
た
る
の
み
な
享
ノ
、
良
人
の
子
不
肖
言
と
も
、
茉
肖
の
子
に
至
。
入
在
可
し
、
若
丁
の
不
墓

以
て
砦
捨
て
ば
・
共
の
善
き
子
孫
嘗
し
時
惜
む
可
し
一
に
よ
一
て
、
当
時
、
幕
政
の
根
本
方
針
で
あ
つ
た
、
所
謂
、
新
議
停
止
、

祖
簑
守
の
思
票
・
如
何
に
・
徹
底
的
に
行
わ
れ
て
居
た
か
を
、
教
え
え
た
の
で
あ
る
一
奪
．
八
七
頁
、
一
。
尚
、
続
い
て
、

「
蓬
修
正
論
一
を
読
蓬
ふ
て
行
ギ
ち
・
太
宰
春
台
の
「
経
震
一
を
引
用
し
て
、
春
台
の
説
を
以
つ
て
、
世
移
正
論
と
断

定
せ
え
る
当
り
・
ポ
に
も
・
検
討
の
苦
心
が
、
眼
に
映
る
様
で
あ
る
、
凡
そ
、
江
戸
時
代
の
経
婁
．
説
は
、
本
庄
博
士
、
「
か

く
て
江
戸
時
代
に
は
経
箆
的
研
究
は
大
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
か
、
ン
、
れ
は
尚
不
完
全
董
の
で
あ
つ
て
、
今
昂
の
如
き
科
学
的
研

究
方
法
に
依
一
た
も
の
で
は
奈
一
た
し
一
と
断
定
せ
ら
れ
る
如
く
一
本
犠
士
、
目
本
経
済
史
．
昭
和
二
十
七
年
版
．
五
頁
、
、
一
、
今
日
の

科
学
主
義
の
立
場
か
ら
・
そ
の
思
想
茎
析
、
耕
す
る
に
は
、
多
大
の
努
力
墓
す
る
の
で
あ
る
、
今
、
問
題
に
な
つ
て
い
る
、

春
台
の
蕪
論
に
し
て
も
一
「
経
票
一
中
二
一
却
。
一
、
「
萩
の
家
は
、
飽
食
嚢
に
て
学
術
を
知
ら
ず
、
怖
に
通
せ
ず
、
政
事
の

得
失
に
於
て
は
・
忙
然
と
し
て
酔
人
の
如
レ
、
警
一
ぱ
医
者
の
医
書
を
読
李
、
古
方
を
学
ば
ず
し
て
、
一
己
の
暮
萱
て
入
の

病
を
治
せ
ん
と
す
る
が
如
し
・
誤
多
き
こ
と
宜
也
一
と
説
い
て
い
る
か
と
景
ば
、
叉
、
一
方
に
於
い
て
は
、
「
、
本
当
代
の
政
も
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二
七
五
）

　
　
我
国
近
世
の
経
済
思
想
（
上
）
（
淡
川
）
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立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
二
七
六
）

世
橡
に
て
、
国
恩
を
永
く
し
過
ふ
、
是
神
祖
の
海
内
を
併
て
、
国
運
を
万
世
に
引
玉
へ
る
道
也
、
然
れ
ど
も
国
に
仕
て
、
文
事
に
も

あ
れ
、
武
事
に
て
も
あ
れ
、
大
成
勲
業
を
建
た
る
者
は
、
子
孫
永
六
に
共
藤
を
世
に
し
て
、
共
祀
を
奉
ず
る
こ
と
、
こ
の
恩
沢
に
て
、

人
斎
の
臣
下
の
功
労
に
報
ず
る
道
、
か
く
あ
る
べ
き
義
也
、
大
勲
に
非
ら
ず
と
も
、
君
の
為
に
事
に
死
し
た
る
者
を
も
、
世
藤
に
し

て
其
子
孫
を
養
ふ
は
、
忠
義
を
勘
む
る
道
也
。
」
の
立
言
あ
る
に
見
れ
ば
、
そ
の
論
旨
、
前
後
、
矛
盾
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、

著
者
は
、
是
を
熟
考
し
て
、
　
「
一
種
の
修
正
論
者
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
」
と
、
断
定
さ
牝
た
（
本
書
．
九
四
頁
。
）
。

　
此
の
種
の
苦
心
の
跡
は
、
本
書
の
到
る
処
に
伺
わ
れ
、
凡
そ
、
古
人
の
経
済
論
に
は
、
行
文
難
渋
、
殊
に
、
数
字
的
観
念
に
乏
し

き
も
の
多
く
、
滝
本
博
士
の
所
謂
、
　
「
日
本
経
済
史
研
究
五
難
説
」
の
如
く
、
是
を
現
今
の
科
学
的
研
究
の
対
象
に
す
る
に
は
、
精

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

読
・
検
討
・
微
に
入
り
、
細
を
穿
つ
者
に
し
て
、
初
め
て
、
為
し
得
る
処
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
第
五
節
の
、
世
禄
論
に
於
け
る
「
結
言
」
を
見
る
に
、
当
時
、
世
禄
制
に
は
、
多
大
の
弊
害
、
短
処
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

尚
お
、
是
を
全
両
的
に
廃
止
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
著
者
は
、
「
思
う
に
、
封
建
社
会
も
一
つ
の
歴
史
的
発
展
段
階

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
成
す
べ
き
事
由
が
あ
つ
て
生
成
し
、
叉
、
渋
落
す
べ
き
事
由
が
あ
っ
て
没
落
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
等
論
者

に
は
、
こ
の
点
に
類
す
る
認
識
が
な
く
、
こ
れ
を
以
て
、
・
一
の
絶
対
的
な
も
の
と
す
る
考
え
方
に
終
始
し
た
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

彼
等
が
、
世
禄
制
と
い
う
よ
う
な
、
封
建
社
会
の
基
本
的
な
一
特
質
を
な
す
制
度
の
徹
廃
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
想
い
到
り
得
な
か

っ
た
の
は
、
む
し
ろ
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
」
と
せ
ら
れ
（
本
蕃
．
一
〇
二
－
三
頁
。
）
、
あ
く
ま
で
、
発
展

史
的
見
地
（
昌
プ
三
宍
一
…
蕩
需
ｇ
・
・
一
ま
巨
己
一
）
に
立
脚
し
て
、
問
題
を
取
扱
い
、
「
彼
等
の
思
想
的
水
準
の
低
い
の
を
あ
な
が
ち
責

ゆ
る
べ
き
か
、
ど
う
か
は
、
全
く
別
の
問
題
だ
と
思
う
」
（
本
書
．
一
〇
三
頁
。
）
と
結
論
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ア
ツ
シ
ュ
レ

ー
（
奉
二
．
ま
巨
♀
）
○
云
う
如
く
、
凡
そ
一
国
の
制
度
史
（
－
豪
ま
；
；
；
二
－
写
ｃ
ｑ
）
は
、
ン
、
の
経
済
史
（
一
、
一
。
。
、
一
。
、
、
一
一
。
；
、
“
。
、
＼
）

＼



の
骨
子
に
し
て
、
我
が
徳
川
時
代
に
於
け
る
杜
会
事
象
も
、
悉
く
、
封
建
度
の
禍
中
に
鋳
造
せ
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
原
始
及
び

共
の
発
達
は
、
何
れ
も
、
此
の
一
大
勢
力
の
支
配
を
蒙
っ
て
、
共
の
痕
跡
を
印
せ
ざ
る
も
の
な
き
有
様
で
あ
る
。
而
し
て
、
各
種
の

学
説
は
、
皆
、
封
建
的
に
し
て
、
此
の
大
制
度
を
根
拠
と
し
て
、
発
生
し
、
就
中
、
共
の
経
済
説
は
、
此
の
大
制
度
を
土
台
と
し
て

考
究
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
決
し
て
、
共
の
要
領
を
捕
え
る
こ
と
、
能
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
否
、
是
を
土
台
と
し
て
考
究
す
る
時
は
、

至
極
の
理
由
あ
り
、
今
巨
よ
り
見
れ
ば
、
全
く
無
意
味
の
観
を
呈
す
る
論
策
も
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
、
学
者
そ
の
人
の
過
に
非
ず
、

彼
等
が
、
「
あ
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
こ
と
」
（
尋
プ
暮
昌
写
；
〇
一
）
¢
）
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
「
現
に
あ
る
こ
と
」
（
色
一
ヨ
ニ
。
。
）
に
、
着

眼
し
た
故
で
あ
る
。

　
尚
お
・
著
者
は
、
此
の
結
言
の
末
段
に
至
り
、
　
「
武
士
階
級
を
以
て
「
無
用
の
長
物
」
と
す
る
考
え
方
は
、
す
で
に
ず
い
ぶ
ん
批

判
的
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
こ
れ
が
、
今
一
歩
進
め
ば
、
封
建
社
会
そ
の
も
の
の
存
続
に
対

す
る
疑
義
と
な
り
、
否
定
的
態
度
と
な
る
の
は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
学
者
．
論
究
が
、
い
ず
れ
も
、
こ
の

点
に
関
し
て
全
く
胃
目
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
、
杜
会
・
経
済
思
想
史
の
一
課
題
と
し
て
こ
れ
を
問

題
に
す
る
と
き
、
や
は
り
、
な
ん
と
い
っ
て
も
文
字
を
以
て
残
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
通
じ
て
こ
れ
を
窮
う
よ
り
外
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

内
心
、
彼
等
が
こ
れ
と
別
に
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
単
な
る
推
測
で
間
題
と
す
る
こ
と
は
、
差
控
え
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
」
と
断
じ
（
本
書
二
〇
五
頁
。
）
、
　
そ
の
史
的
研
究
の
方
法
の
一
端
を
、
も
ら
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ

る
・
凡
そ
・
歴
史
的
研
究
は
、
事
実
を
無
視
せ
ず
、
事
実
に
即
し
て
、
事
実
の
示
す
処
に
基
い
て
研
究
せ
ら
る
可
き
で
あ
り
、
自
己

の
主
観
的
予
見
を
以
っ
て
、
事
実
に
臨
み
、
或
い
は
、
理
論
に
拘
泥
し
て
、
事
実
を
判
断
す
る
が
如
き
は
、
い
ず
れ
も
、
歴
史
研
究

の
意
義
を
没
却
す
る
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
態
度
は
、
本
書
の
全
篇
を
通
じ
て
、
一
貫
せ
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
於
け

る
経
済
思
想
の
、
最
も
史
料
に
忠
実
な
発
展
過
程
を
描
い
た
も
の
と
し
て
、
独
自
の
地
歩
を
、
占
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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